
3
年
未
満

中
堅

管
理
者

障害者への
意思決定支援とは
～障害者権利条約を知
り、支援者として価値
観・倫理観を身につけ
る～

障害者権利条約の内容について
理解し、主に意思決定支援の必
要性と実践について学びます。

①東洋大学　社会学部　社会福
祉学科　教授　髙山　直樹　氏

②令和4年4月19日（火）
14：30～16：30

◎ ○ ○
区民向け
オープン研修

障害当事者が伝える
～聴覚・視覚・身体障
害者の話から学ぶ～

障害当事者の生活や支援者に求
めることなどを知り、支援者と
して地域生活支援を支えるため
の姿勢を学びます。

①パネリスト：的野　碵郎
氏、市川　明臣　氏、鴨治　慎
吾　氏
／ファシリテーター：練馬福祉
人材育成・研修センター所長

②調整中

◎ ○ ○
区民向け
オープン研修

虐待・グレーゾーン
について考える

虐待、グレーゾーンと思われる
事例を通して、利用者の尊厳が
損なわれている状況に気づき、
実践を改善できるような利用者
支援について考えます。

①東洋大学　社会学部　社会福
祉学科　教授　髙山　直樹　氏

②令和4年10月24日（月）
10：00～15：30

◎ ○

3
年
未
満

中
堅

管
理
者

地域共生社会の実現って？

みんなで考えよう　パート１

「都市部における重層
的支援体制整備事業の
取り組み」

①十文字学園女子大学　人間生
活学部　教授　今井　伸　氏

②令和4年6月21日（火）
14：00～17：00

○ ◎

地域共生社会の実現って？

みんなで考えよう　パート2

「テーマ未定」

①調整中

②調整中
◎ ○ ○

区民向け
オープン研修

地域共生社会の実現って？

みんなで考えよう　パート3

「テーマ未定」

①調整中

②調整中
◎ ○ ○

区民向け
オープン研修

地域共生社会の実現って？

みんなで考えよう　パート4

「テーマ未定」

①調整中

②調整中
○ ◎

対象者等の
特記事項

①講師等、②日程

研修タイトル 内容
対象者等の
特記事項

対象の職層

①講師等、②日程

対象の職層

研修タイトル 内容

テーマごとに登壇者をお招き
し、お話を伺った後、登壇者と
参加者との意見交換を行うな
ど、練馬区の地域共生社会実現
に向けて考えます。

介護・障害福祉サービスの共通課題の研修

カテゴリー ： 地域共生社会の実現に向けて ～生活支援の理念と尊厳の理解

カテゴリー ： 地域共生社会の実現に向けて ～地域連携・支援力の向上

■研修の詳細
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医療との連携を考える
～多職種連携～

・関係機関との連携に悩んでい
る方
・事業所だけでは解決しない事
例に悩んでいる方
・医療との関わりが必要な事業
所の方

①東京保健生活協同組合　大泉
生協病院　精神科部長　中島
昭　氏

②令和5年1月26日（木）
15：00～17：00

◎ ○

障害者が地域で
生活するために
～切れ目ない支援を考
える～

・利用者の生活空間を地域に広
げる視点や幼少期から成人、老
年期に至るまでの切れ目ない支
援の視点について学びます。
・生涯にわたり地域で障害者が
暮らし続けるためにどのような
支援が必要か、支援者としてど
のような働きかけができるかに
ついて学びます。

①日本福祉大学　福祉経営学部
医療・福祉マネジメント学科
教授　綿　祐二　氏

②調整中

◎ ○

地域に根ざした
包括的なケアの実践
～多職種連携を考える～

・なぜ多職種連携が必要なの
か、仲間づくりの視点で考え直
します。
・地域の社会資源を知り、ネッ
トワークの作り方を考えます。

①武蔵野大学　客員教授　女性
の暮らしやすさを考えるソー
シャルワーク研究会　代表　小
松　美智子　氏

②調整中

◎ ○

障害者の
権利擁護を考える
～医療・保健福祉従事
者向け障害理解講座～
（仮）

障害者の権利擁護を考えます。
①調整中

②調整中
○ ○ ◎

3
年
未
満

中
堅

管
理
者

児童福祉関連（仮）
①調整中

②調整中
◎ ○

生活困窮について
（仮）

①調整中

②調整中
◎ ○

地域での孤立を防ぐ
（仮）

①調整中

②調整中
◎ ○

ヤングケアラー
について（仮）

①立教大学　コミュニティ福祉
学部　福祉学科　助教　田中
悠美子　氏

②令和4年7月19日（火）
14：30～16：30

◎ ○

若年性認知症のある人
への支援の考え方
（仮）

①立教大学　コミュニティ福祉
学部　福祉学科　助教　田中
悠美子　氏

②令和4年10月18日（火）
14：30～16：30

◎ ○

自殺防止の
ゲートキーパーの役割

・コロナ禍における社会変化に
ついて理解します。
・ゲートキーパーの役割（悩ん
でいる人に気づき、話を聞い
て、必要な支援につなぎ見守る
こと）について理解します。

①NPO法人　メンタルケア協
議会事務局　理事　西村　由紀
氏

②調整中

◎ ○

テーマに沿った講師をお招き
し、専門職として知っておきた
い知識を学びます。

研修タイトル 内容
対象者等の
特記事項

対象の職層

①講師等、②日程

カテゴリー ： 地域共生社会の実現に向けて ～知っておきたいトピックス
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 カテゴリー：制度・サービス

3
年
未
満

中
堅

管
理
者

障害者差別解消法にお
ける合理的配慮を考え
る

法律制度に関わった当事者でも
ある講師から、平成28年4月に
施行された「障害者差別解消
法」制度の意義と意味、今後の
展望や「合理的配慮」の考え方
について学びます。また、支援
者として日々の支援を振り返る
機会とします。

①認定NPO法人　DPI日本会
議　副議長　尾上　浩二　氏

②調整中

◎ ○

障害者総合支援法を
知る
～障害福祉サービスの
ポイントをおさえる～

・障害者総合支援法について学
び、支援者として日々の支援に
ついて考えます。
・地域生活支援事業や練馬区の
施策を学びます。

①練馬区福祉部障害者サービ
ス調整担当課事業者支援係

②令和4年4月22日（金）
9：30～11：30

◎ ○

練馬区における
障害福祉サービス
について（仮）

調整中
①調整中

②調整中
◎ ○

今井塾！
年金制度のしくみと
高齢者の所得保障

・年金制度の概要を理解するこ
とで、利用者支援に活かすこと
ができるようにします。
・参加された皆さんの将来の所
得保障の現実を理解し、高齢期
の所得保障における予期的社会
化を図ることが出来るようにし
ます。

①十文字学園女子大学　人間
生活学部　人間福祉学科　教
授　今井　伸　氏

②令和4年4月19日（火）
9：00～12：00

○ ◎

今井塾！
介護保険制度における
介護支援専門員の役割

介護保険制度における居宅介護
支援事業の位置づけ、事業所や
介護支援専門員のあり方などを
再確認します。

①十文字学園女子大学　人間
生活学部　人間福祉学科　教
授　今井　伸　氏

②令和4年12月14日（水）
9：00～12：00

◎

在宅系サービスの介
護支援専門員
（その他職種の方も
参加可能ですが、介
護支援専門員対象の
研修であることをご
留意ください）

今井塾！
医療保険制度のしくみ
と後期高齢者医療制度

高齢者の医療保険の仕組みと後
期高齢者医療制度について理解
することで、利用者の経済的支
援に活かします。

①十文字学園女子大学　人間
生活学部　人間福祉学科　教
授　今井　伸　氏

②令和5年1月18日（水）
9：00～12：00

○ ◎ 電卓持参

今井塾！
生活保護制度と
低所得者施策

介護保険サービス利用者への
ソーシャルワークを実践するに
あたり、生活保護制度と低所得
者への支援方法を学びます。

①十文字学園女子大学　人間
生活学部　人間福祉学科　教
授　今井　伸　氏

②令和5年2月17日（金）
9：00～12：00

○ ◎

知っておきたい
成年後見制度

日常の業務に活かすため、成年
後見制度（法定後見制度、任意
後見制度）についての基本的知
識を身につけます。

①社会福祉法人　練馬区社会
福祉協議会　権利擁護セン
ター　ほっとサポートねりま
専門員

②令和5年2月13日（月）
14：30～16：30

○ ◎

内容
対象者等の
特記事項

①講師等、②日程

対象の職層

研修タイトル
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3
年
未
満

中
堅

管
理
者

人権について考える
（仮）

福祉サービス従事者が拠り所と
する基盤である人権尊重につい
て考えます。

①調整中

②調整中
◎ ○

倫理及び法令遵守＆
プライバシーの保護
（仮）

・従事者等が守るべき倫理、法
令遵守について学びます。
・利用者の尊厳を保持するた
め、利用者のプライバシーを保
護する概念と取り組みを学びま
す。

①調整中

②調整中
◎ ○

事例から学ぶ！
個人情報保護

・福祉サービス従事者は利用者
の個人情報を詳細に知り、取り
扱う立場であることを再確認し
ます。
・事例を通して、日々の業務で
の個人情報保護の重要性を再確
認し、認識を高めます。
・再確認する項目や改善すべき
点などが明確になり、事業所で
活かすことができるようにしま
す。

①練馬区福祉部指導検査担当
課介護サービス検査係

②調整中

◎ ○

事故防止体制強化への
対応と具体策

リスクマネジメント強化の概
要、事故防止体制強化、感染症
や災害への対応力強化、高齢者
虐待防止措置の強化、事故防止
体制強化の具体策について学び
ます。

①株式会社　安全な介護　代
表取締役　山田　滋　氏

②令和4年4月14日（木）
14：00～16：30

○ ◎

身体拘束について
立ち止まって考えよう
～不適切ケアやグレー
ゾーン行為の点検をし
ませんか？～

・身体拘束廃止ための基本的事
項を確認します。
・身体拘束が疑われるグレー
ゾーン行為や身体拘束につなが
る不適切なケアを再確認しま
す。
・身体拘束しないで事故を防ぐ
ために、自事業所の足りない取
り組みや対策を知り、リスクマ
ネジメント体制のレベルを向上
させます。

①株式会社　安全な介護　代
表取締役　山田　滋　氏

②令和4年10月12日（水）
14：30～16：30

○ ◎

施設で取り組む
高齢者虐待防止対策
～「虐待です」と言わ
れないためにできるこ
と～

高齢者虐待防止法を正しく理解
し、施設でおこりうる高齢者虐
待を防止するために、自施設で
取り組むべき取り組みや対策を
考える機会とします。

①株式会社　安全な介護　代
表取締役　山田　滋　氏

②令和4年8月24日（水）
14：30～16：30

○ ◎
施設系の
介護サービス従事者

今井塾！
養護者による高齢者虐
待の防止と対応
（在宅系サービス編）

・在宅の高齢者への権利擁護、
虐待の対応方法を習得し、利用
者に対するサービスの質向上を
目指します。
・行政との協働における基本的
な視点、行政の役割と事業者の
役割について理解します。

①十文字学園女子大学　人間
生活学部　人間福祉学科　教
授　今井　伸　氏

②令和4年10月12日（水）
9：00～12：00

◎ ○
在宅系の
介護サービス従事者

 カテゴリー：指定基準、介護サービス情報公表の確認項目に該当する研修

研修タイトル 内容
対象者等の
特記事項

対象の職層

①講師等、②日程
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障害者虐待防止
～事業所として取り組
むべきこと～

どうして虐待は起こるのでしょ
うか。どうしたら虐待を防ぐこ
とができるのでしょうか。障害
者虐待防止法に関して、事業所
として取り組むべきことを学び
ます。

①調整中

②調整中
◎ ○

障害福祉サービスの
従事者

非常災害時の対応
～支援者として自然災
害に負けず、生き延び
るために～

練馬区内で想定される自然災害
について知り、災害時に利用者
に対して、支援者としてどのよ
うに対応していくべきかを再確
認します。

①練馬区危機管理室区民防災
課　練馬区立防災学習セン
ター　所長　 内田　浩二
氏

②調整中

○ ◎

感染症・食中毒の
予防、蔓延防止

施設等における感染症予防はな
ぜ必要なのでしょうか？施設等
で働く私たちが、お客様、そし
て自分たち自身を感染症から守
る知識を学びます。

①調整中

②調整中
○ ◎

災害に係る
業務継続計画（BCP）
について（仮）

調整中
①調整中

②調整中
◎

感染症に係る
業務継続計画（BCP）
について（仮）

調整中
①調整中

②調整中
◎

3
年
未
満

中
堅

管
理
者

知っておきたい
接遇マナーのきほん

・福祉現場に適した接遇マナー
の知識や方法を学びます。
・自分の気持ちをより的確に相
手に伝えるためのスキル（マ
ナー）を習得します。

①ＨＯＴシステム株式会社
代表取締役　人材育成コンサ
ルタント　蜂谷　英津子　氏

②令和4年4月13日（水）
9：30～12：30

◎ ○

よりよい関係づくり
～自分も相手も楽にな
るコミュニケーション
術～

ワークを通して、コミュニケー
ションとは何かを知り、自分も
相手も楽になるために必要なこ
と、自分を知ることの重要性、
自分を知るときのコツ、主体的
であること、主体的とは？を学
びます。

①一般社団法人　ホスピタリ
ティ機構　認定講師　戸辺
美由起　氏

②令和5年1月12日（木）
9：30～12：30

◎ ○

仕事の段取り力（仮） 調整中
①株式会社　ツクイスタッフ

②調整中
◎ ○

論理的思考、説明術
（仮）

調整中
①株式会社　ツクイスタッフ

②調整中
◎ ○

内容
対象者等の
特記事項

研修タイトル

対象の職層

①講師等、②日程

 カテゴリー：社会人としての基本
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3
年
未
満

中
堅

管
理
者

コーチングスキル
（仮）

調整中
①株式会社　ツクイスタッフ

②調整中
○ ◎

マネジメントの基礎
～PDCAサイクルの理
解～（仮）

調整中
①株式会社　ツクイスタッフ

②調整中
○ ◎

学ぼう！ファシリテー
ションスキルの基礎

・ファシリテーションの基礎知
識を学びます。
・意見が活発になる話し合いの
進め方や納得する結論への導き
方など、会議の場面でファシリ
テーションを実施するための基
本的なスキルを学びます。

①NPO法人　日本ファシリ
テーション協会　永久　理恵
氏

②令和5年2月8日（水）
13：30～17：00

○ ◎

労務管理のポイント
～転ばぬ先の杖！事前
に食い止める労務トラ
ブル～

福祉施設が抱えがちな労働問
題、福祉施設の事務職員が知っ
ておくべき労務に関するさまざ
まな事柄を、労務管理の専門家
である社会保険労務士が、事例
を交えわかりやすく噛み砕いて
解説いたします。

①シム社会保険労務士事務所
所長　水城　弘之　氏

②令和4年6月9日（木）
9：30～12：30

◎

職場のメンタルヘルス
におけるラインケア

・対策のキーマンである管理･監
督者が学ぶことで、組織のメン
タルヘルスのリスクを効果的に
回避します。
・重要なポイントである 『見
る』『聴く』『繋ぐ』を中心に
学びます。

①株式会社　ティーペック

②令和4年5月17日（火）
13：30～16：30

◎

職場のハラスメント
防止

・加害者、被害者になることの
リスクを回避し、生産性の低下
を予防します。
・ロールプレイングやディス
カッションを通じて、日々の行
動における望ましい考え方や習
慣を身につけます。

①株式会社　ティーペック

②令和4年4月26日（火）
13：30～16：30

○ ◎

利用者・家族からの
ハラスメントについて
（仮）

利用者・利用者家族からのハラ
スメントに対する意識や理解、
対応力を向上させます

①調整中

②調整中
○ ◎

練馬区の苦情事例から学ぶ！

苦情対応における
事業所のリスクマネジ
メント（仮）

・「福祉サービスにおける苦情
対応」の姿勢を考えます。
・苦情解決のしくみづくりと対
応の手順を確認します。

①調整中

②調整中
○ ◎

研修タイトル 内容
対象者等の
特記事項

対象の職層

①講師等、②日程

 カテゴリー：リーダー・管理者向けマネジメント
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3
年
未
満

中
堅

管
理
者

感染症対策リーダー
養成研修

・自施設、事業所の感染症対策
の現状を評価でき、改善のため
の取り組みの実践ができる人材
を育成します。
・各職場の実践事例を共有し相
互にアドバイスし合うなど受講
者が交流し、研修修了後も地域
内で相互に相談できるネット
ワークづくりにつなげます。

①東京医療保健大学大学院
医療保健学研究科　感染制御
学　教授　菅原　えりさ　氏

②調整中

◎

・各施設・事業所か
ら、感染防止対策・
体制整備の中核とな
る人材として推薦さ
れた方
・連続3回のすべて
の研修に参加できる
方
・事業所での取り組
みに関する課題提出
に対応できる方

外国人介護職員
定着支援セミナー
（仮）

管理者向けに他法人での受入事
例の紹介、外国人介護職員とそ
の指導担当職員に向けに日本語
コミュニケーション等の研修を
実施します。

①調整中

②調整中
◎

介護サービスの
従事者

処遇改善加算セミナー

・「特定」を含む「処遇改善加
算」の概要と取得に必要な各要
件等について、最新情報を含め
てわかりやすく解説します。
・対象者の選定基準や加算金の
分配方法、また申請および更新
の準備などについても解説しま
す。

①社会保険労務士・健康経営
エキスパートアドバイザー
吉野　美奈子　氏

②令和5年1月25日（水）
14：30～16：30

会場：区民・産業プラザ　3
階 ココネリホール

◎

ハローワークに学ぶ！

魅力的な求人票
の作り方（仮）

求職者の視点や考えを理解し、
効果的な採用活動を行うため
に、魅力的な求人票作成に向け
たポイントを学びます。

①ハローワーク池袋

②調整中
◎

対象の職層
対象者等の
特記事項

研修タイトル 内容 ①講師等、②日程等
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カテゴリー：障害と疾病の理解と支援の基本

3
年
未
満

中
堅

管
理
者

社会生活における
障害を考える
～ICF（国際生活機能分
類）を通して知る～

ＩＣＦの考え方がどのように生
まれてきたか、また、ＩＣＩＤ
Ｈ（国際障害分類）についても
あわせて学び、その目的や活用
方法について理解します。

①立教大学　コミュニティ福祉
学部　福祉学科　特任准教授
丸山　晃　氏

②調整中

◎ ○
区民向け
オープン研修

視覚・言語・
聴覚障害者との
コミュニケーション
～当事者・支援者の話
から学ぶ～

・視覚障害の当事者の方からお
話を聞き、実際の生活での様々
な場面での思いや支援者との関
わり、コミュニケーションの方
法について学びます。
・電子機器（パソコンやスマー
トフォン等）のツール（道具や
手段）を活用した様々なコミュ
ニケーション方法について学べ
ます。

①日本点字図書館　図書制作部
点字制作課　加藤　満裕美　氏
／アプリ開発「キートン・コ
ム」　三宮　華子　氏

②令和4年11月10日（木）
14：30～16：30

◎ ○ ○
区民向け
オープン研修

障害のある未就学児の
将来を見据えた支援
～就学前までに準備す
べきこと～

・児童発達支援事業所「とこと
こ」のデイリープログラムを通
して未就学児への支援ポイント
を学びます。
・障害児、特に未就学児の就学
に向けて必要な支援について理
解します。
・未就学児の家族への支援の必
要性を学び、家族支援の方法に
ついて学びます。

①社会福祉法人　未来・ねりま
幼児教室とことこ　室長　児童
発達支援管理責任者　児玉　結
花　氏

②令和4年6月8日（水）
9：30～11：30

◎ ○

将来を見据えた
障害児の支援
～放課後等デイサービ
スの役割と連携につい
て～

就学児への支援の中で、放課後
等デイサービスが果たすべき役
割と学校等との連携について学
びます。

①株式会社　たまみずき　代表
取締役　櫻井　元　氏

②令和4年5月18日（水）
9：30～11：30

◎ ○

思春期の変化に
対応した支援
～自閉症スペクトラム
の特徴のある子どもの
将来に向けて～

障害の特性を踏まえた上で、思
春期に見られる変化に合わせな
がら、将来に向けてどのような
支援が必要かについて学びま
す。

①公益財団法人　明治安田ここ
ろの健康財団　子ども療育相談
センター　センター長　山藤
由紀　氏

②令和4年9月20日（火）
14：30～16：30

◎ ○

ダウン症の特性と
支援方法について

ダウン症の基本的な障害特性と
高齢化に伴う退行等の症状につ
いて理解し、必要な配慮や支援
方法について学びます。

①東京学芸大学名誉教授　一般
社団法人　生涯発達リサーチ・
サポートセンター　代表理事
菅野　敦　氏

②令和4年5月30日（月）
9：30～16：30

○ ◎ ○

知的障害児・者の自立
を目指して今、しなけ
ればならないこと
～自立を図るには何を
育てておけば良いか～

将来の自立を目指して、子ども
の頃から身に付けておくべきこ
とは何かを学びます。

①社会福祉法人　あかねの会
理事長　吉田　由紀子　氏

②令和5年2月21日（火）
9：30～11：30

○ ◎ ○

対象の職層

研修タイトル 内容
対象者等の
特記事項

①講師等、②日程

介護サービス事業者の方も受講できますが、

障害福祉サービス事業者向けの研修内容であることをご留意ください。
障害福祉分野の専門研修
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3
年
未
満

中
堅

管
理
者

身体障害・知的障害の
理解と支援方法につい
て
～支援の現場から経験
に基づいた考え方を学
ぶ～

・身体障害と知的障害の特性や
支援方法を学びます。
・支援者としての考え方や大事
にすべきこと、支援するにあ
たっての留意点等について学び
ます。

①NPO法人　練馬松の実会
松の実事業所　施設長　遠山
健二　氏
／社会福祉法人　未来・ねりま
ねりま事業所　施設長　宇野
友則　氏

②令和5年1月17日（火）
13：30～16：30

◎ ○ ○

精神障害の理解と
支援方法について
～発達障害を理解する～

発達障害について特性を理解
し、適した支援内容について学
びます。

①北里大学北里研究所病院　精
神科部長　高橋　恵　氏

②令和5年1月18日（水）
14：30～16：30

◎ ○ ○

精神障害の理解と
支援方法について
～うつと統合失調症を
中心に～

統合失調症、うつ状態を中心に
精神障害の特性を理解します。

①精神保健福祉士　今井　知世
氏

②令和4年6月10日（金）
14：30～16：30

◎ ○

高次脳機能障害を
知ろう
～障害特性と支援方法
について～

・高次脳機能障害について、そ
の障害の特徴などを学びます。
・東京高次脳機能障害者支援
ホームの取り組みから、高次脳
機能障害について有用な支援方
法について学びます。

①東京高次脳機能障害者支援
ホーム　生活支援係長兼次長
相良　宏司　氏

②令和4年10月13日（木）
14：30～16：30

◎ ○

ALS患者の在宅ケアを
通して、その人らしい
生活を支えるとは何か
を考える

ALS患者の方の支援を通して、
疾病の特性を踏まえた上でのヘ
ルパー重要性や当事者、支援者
の想いを理解します。

①NPO法人　在宅介護支援さ
くら会

②調整中

◎ ○ ○
区民向け
オープン研修

初めてのSST
初心者編

ソーシャルスキルズトレーニン
グ（SST）を活用できる場面、
基本的な方法、効果について学
びます。

①SST普及協会認定講師、精
神保健福祉士、社会福祉士　河
島　京美　氏

②令和4年10月17日（月）
14：00～17：00

会場：練馬区豊玉障害者地域生
活支援センター　きらら

◎ ○

高齢化する障害者と
家族の支援

・利用者やその家族の高齢化に
伴い、どのような支援をしてい
けばよいか、その解決方法につ
いて学びます。
・利用者の高齢化に伴う様々な
症状を学びます。
・利用者の生活全体を見て、家
族支援を含めた支援方法を考え
ます。
・「8050問題」「老障介護」
で孤立する家族を施設、地域で
どう支えるか考えます。

①社会福祉法人　同愛会　東京
事業本部　採用・人材育成担当
古山　恵治　氏

②第1回：
令和4年7月27日（水）
13：00～17：00
第2回：
令和4年8月10日（水）
13：00～17：00

◎ ○
連続2回の研修に
参加できる方

研修タイトル 内容 ①講師等、②日程等

対象の職層
対象者等の
特記事項

共催：練馬区立豊玉障害者

地域生活支援センター
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3
年
未
満

中
堅

管
理
者

子どものことばの発達
を支援する

コミュニケーションをとる上で
重要な言語について、言葉の発
達のプロセスを学びます。

①社会福祉法人　あかねの会
理事長　吉田　由紀子　氏

②令和5年1月23日（月）
9：30～11：30

○ ◎

自閉症の方への支援
～TEACCHプログラム
を知る～

自閉症の特徴を理解し、
TEACCHプログラムの基本的な
手法を学びます。

①練馬区大泉総合福祉事務所福
祉事務係長

②調整中

◎ ○

発達障害者と支援者の
わかりあえるコミュニ
ケーションとは
～アサーション（自己
表現）の技法を学ぶ～

発達障害者に特徴的なコミュニ
ケーションを理解し、有用なコ
ミュニケーションスキル、ア
サーションを学びます。

①NPO法人　I am OKの会
（発達に課題を抱える子どもを
支援する会）代表　臨床発達心
理士　林田　道子　氏

②令和4年5月19日（木）
14：30～16：30

◎ ○

移動支援サービスの
基礎知識
～障害者の余暇・社会
参加支援を考える～

・障害者施策の変遷から、移動
支援の法的な位置づけや経緯に
ついて学び、求められている支
援について学びます。
・具体的な支援方法について、
支援に入る前の準備やパニック
が起こる仕組み、介入ポイント
等を具体的に学びます。

①NPO法人　クローバー　事
務局長　藤井　亘　氏

②令和4年7月28日（木）
10：00～12：00

◎ ○ ○

強度行動障害の支援
～問題行動の背景を探
る～

・問題行動の構造からアプロー
チの仕方を学びます。
・自傷、他害行為、こだわり、
破壊行為などの原因や背景を知
り、より良い支援方法を学びま
す。

①NPO法人　クローバー　事
務局長　藤井　亘　氏

②令和4年7月28日（木）
13：30～15：30

◎ ○ ○

知っておきたい
就労支援の基礎知識
～障害者雇用に求めら
れていること～

・障害福祉サービス事業所の職
員が共生社会において、事業所
や支援者として求められる役割
や機能、効果的な連携のあり方
などの実際を学び、理解を深め
ます。

①埼玉県立大学　学長補佐　高
等教育開発センター長　保健医
療福祉学部　社会福祉子ども学
科　教授　朝日　雅也　氏

②令和5年2月9日（木）
14：30～16：30

◎ ○

すぐに使える！
就労支援における
働きやすい環境づくり
～ナチュラルサポート
からサポート体制の構
築を学ぶ～

息の長い支援を行うために、ナ
チュラルサポートの概念と意
義、職場のサポート体制の構築
方法を学びます。

①社会福祉法人　練馬区社会福
祉協議会　練馬区障害者就労支
援センター　就労支援員

②令和4年5月16日（月）
14：30～16：30

◎ ○

利用者の適性を
見つけるアセスメント

・「働く」「働き続ける」ため
に必要なアセスメントの視点に
ついて学びます。
・適職や労働環境の見極め、対
人スキル等について学びます。

①NPO法人　大阪精神障害者
就労支援ネットワーク　副理
事・統括施設長　金塚　たかし
氏

②令和4年10月27日（木）
14：30～16：30

◎ ○

研修タイトル 内容
対象者等の
特記事項

対象の職層

①講師等、②日程

カテゴリー：支援の基本と考え方
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安定して働き続けるた
めに必要な支援とは

安定して働き続けるために支援
者として、どのような支援が必
要かについて学びます。

①元　大東コーポレートサービ
ス　株式会社　代表取締役　山
﨑　亨　氏

②令和4年7月22日（金）
14：30～16：30

◎ ○

高齢化に向けた支援
～介護保険への移行に
ついて～

・介護保険サービスの概要や障
害福祉サービスと介護保険サー
ビスの違いを学びます。
・介護保険サービスへのスムー
ズな移行について学び、障害者
が地域で安心して暮らせる支援
について考えます。

①社会福祉法人　練馬区社会福
祉事業団　地域包括支援セン
ター長　貞廣　幸枝

②調整中

◎ ○

3
年
未
満

中
堅

管
理
者

障害福祉従事者に必要
なソーシャルワークの
基本

・日常の業務に追われ、見失っ
てはいけない支援の本質を振り
返ります。
・「生活課題に向き合い、人権
や多様性を尊重し、社会とどう
関わっていくのか」「誰もがそ
の人らしく生きることを支える
とはどういうことなのか」、人
と人とのつながりを大事にする
ことの意味を見つめ直す機会で
す。

①立教大学　コミュニティ福祉
学部　福祉学科　平野　方紹
氏

②令和4年6月23日（木）
9：30～11：30

◎ ○

障害者の権利擁護を
考える
～専門職として～

実践の場で権利擁護が問題とな
ると考えられる場面について、
自分がその立場にあったときに
どのように活動するかを考え、
「権利擁護」とは何かを具体的
に学びます。

①社会福祉法人　練馬区社会福
祉協議会　権利擁護センター
ほっとサポートねりま　専門員

②令和5年1月27日（金）
9：30～11：30

◎ ○

障害者の権利擁護を
考える
～法制度を中心に～

・「権利擁護」のための法制度
や法的枠組みについて学びま
す。
・障害者権利条約からなる、障
害者総合支援法、障害者虐待防
止法、障害者差別解消法等の関
連法の意義と内容について学び
ます。

①文京学院大学　人間学部　人
間福祉学科　教授　中島　修
氏

②調整中

○ ◎ ○
連続2回の研修に
参加できる方

ひとりで悩まない
連携のコツ

多問題ケースや障害当事者の高
齢化ケースなど、障害福祉サー
ビスや制度だけでは解決しえな
い問題について、事例を通し課
題解決に向けた多職種連携や地
域資源とのネットワークについ
て学びます。

①保健師　林　優子　氏

②調整中
○ ◎

地域生活を支える支援
①

幼少期から就学期、青年期、壮
年期まで、障害者が地域で生活
するビジョンについて学びま
す。

①日本福祉大学　福祉経営学部
医療・福祉マネジメント学科
教授　綿　祐二　氏

②調整中

◎ ○

地域生活を支える支援
②

地域で生活するために必要な社
会資源の開発や地域アセスメン
トについて学びます。

①日本福祉大学　福祉経営学部
医療・福祉マネジメント学科
教授　綿　祐二　氏

②調整中

◎ ○

研修タイトル 内容
対象者等の
特記事項

カテゴリー：ソーシャルワーク
対象の職層

①講師等、②日程
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3
年
未
満

中
堅

管
理
者

障害者の生活を
支援するとは
～サービス等利用計画
と個別支援計画～

法律や制度の概要、計画作成の
ための基本的な考え方、具体的
なポイントを学びます、

①立教大学　コミュニティ福祉
学部　福祉学科　平野　方紹
氏
②令和4年8月23日（火）
9：30～11：30

◎ ○

サービス等利用計画と
個別支援計画の実践
児童編

・個別支援計画とサービス等利
用計画の意味と役割を理解し、
適正な計画を作成する視点を学
びます。
・プランニングの視点などを具
体的に学びます。

①練馬区立こども発達支援セン
ター

②調整中

○ ◎

サービス等利用計画と
個別支援計画の実践
成人編

個別支援計画とサービス等利用
計画の事例から、作成手順やア
セスメント技術、作成に当たっ
ての留意点などを学びます。

①調整中

②調整中
○ ◎

記録の書き方
～支援にとって必要な
記録とは～

何を観察し、何を記録するか、
どのような記録が良い記録か、
何が不十分か等について学びま
す。

①立教大学　コミュニティ福祉
学部　福祉学科　平野　方紹
氏
②令和4年9月21日（水）
9：30～11：30

◎ ○

3
年
未
満

中
堅

管
理
者

SSTリーダー養成研修
初級編

認知行動療法であるSST（ソー
シャル・スキルズ・トレーニン
グ）の技術を学びます。

①SST普及協会認定講師
同朋大学　社会福祉学部　社会
福祉学科　教授　吉田　みゆき
氏
／SST普及協会認定講師、精
神保健福祉士、社会福祉士　河
島　京美　氏

②第1回：
令和4年11月7日（月）
13：00～17：00

第2回：
令和4年11月21日（月）
10：00～17：00

会場：練馬区豊玉障害者地域生
活支援センター　きらら

○ ◎
連続2回の研修に
参加できる方

研修タイトル 内容
対象者等の
特記事項

対象の職層

①講師等、②日程等

カテゴリー：個別支援

カテゴリー：支援のためのアセスメントとプラン

研修タイトル 内容
対象者等の
特記事項

対象の職層

①講師等、②日程

共催：練馬区立豊玉障害者

地域生活支援センター

共催：練馬区立こども

発達支援センター
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カテゴリー：認知症ケア

3
年
未
満

中
堅

管
理
者

認知症ケア基礎研修

・認知症を正しく理解し、適切
なケアを行うことにより本人本
位のケアができる人材を育成し
ます。
・基礎研修を通し、センター方
式の5つの視点を学び、本人本位
のケアのあり方について考える
機会とします。

①練馬区認知症ケアマネジメ
ント研究会

②令和4年5月26日（木）
9：30～16：45

◎ ○

一人の人と向き合うことから

始める認知症ケア

センター方式
地域型基礎研修

・この研修を通して、認知症の人、
本人を理解することの大切さとその
ための視点（見方）を身につけま
す。
・本人「一人」を考えることを通し
て、認知症の人を理解していくプロ
セスを体験します。
・研修と日々の実践を別物にせず、
本人がよりよく暮らしていくための
支援を具体的に考え、日々の実践に
即役立てられるようにします。
・この研修をきっかけに、地元の本
人と家族のよりよい暮らしやその支
援について話しあえる
仲間をつくり、研修後もつながって
いけるようにします。
・本人の理解と支援、地域のつなが
り（多職種協働、地域包括ケア）の
道具としてセンター方式を活かしま
す。

①練馬区認知症ケアマネジメ
ント研究会

②第1回：
令和4年6月26日（日）
10：00～16：00
第2回：
令和4年7月31日（日）
10：00～16：00

○ ◎
連続2回の研修に参
加できる方

地域の仲間と考える

認知症の人のよりよい暮らし

認知症ケアを深める
事例検討会

・センター方式を日常的に活か
しながら、認知症の人が自分ら
しく暮らしていくための関わり
やケアを着実に実践していくた
めのスキルアップを図ります。
・本人本位のケアに向けて、 事
例から認知症ケアを深めます。

①練馬区認知症ケアマネジメ
ント研究会

②第1回：
令和4年9月21日（水）
13：30～16：30
第2回：
令和4年10月19日（水）
13：30～16：30
第3回：
令和4年11月１６日（水）
13：30～16：30

◎

当センター主催の
「センター方式地域
型基礎研修」を受講
した方（平成２１年
度から令和4年度ま
で）、または認知症
介護研究・研修東京
センター主催の「セ
ンター方式地域型基
礎研修」を受講した
方で連続３回すべて
の研修に参加できる
方

認知症ケアを助ける
環境づくり

・地域の中で認知症高齢者が暮
らしやすい生活環境を、ケアの
一環として実現できる知識と実
践力の習得をします。
・各自が関わっている認知症高
齢者の事例を取り上げ、演習を
行うことにより、環境づくりを
実践できるようにします。

①ケアと環境研究会　代表、
日本社会事業大学　名誉教授
児玉　桂子　氏

②第1回：
令和4年6月14日（火）
13：30～16：30
第2回：
令和4年7月21日（木）
13：30～16：30

◎
連続2回の研修に参
加できる方

優しさを伝える
ケア技術：
ユマニチュード®

ひとをケアする職業人を対象と
し、ケアを通して「あなたは大
切な存在です」というメッセー
ジを届ける包括的コミュニケー
ションに基づいたケア技法「ユ
マニチュード」の概要を学びま
す。

①株式会社　エクサウィザー
ズ　ユマニチュード認定イン
ストラクター　金沢　小百合
氏

②令和4年6月2日（木）
14：30～16：00

会場：区民・産業プラザ　3
階研修室1

◎ ○

対象の職層

研修タイトル 内容
対象者等の
特記事項

①講師等、②日程等

障害福祉サービス事業者の方も受講できますが、

介護サービス事業者向けの研修内容であることをご留意ください。介護分野の専門研修
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3
年
未
満

中
堅

管
理
者

高齢者介護で必要な
医療知識（仮）

・加齢にともなう変化と高齢者
の疾病の症状と病態を知りま
す。
・医療ニーズを見逃さず、医療
との連携を強化し、適切なケア
を行う知識を学びます。

①調整中

②調整中
◎ ○

高齢者介護で必要な
薬の知識（仮）

・高齢者に多い疾患に対する、
薬の種類や作用など基礎知識を
学び、介護・福祉職員のスキル
アップを目指します。
・正しい服薬方法を理解し、誤
薬の予防、誤薬した場合の対処
方法を身につけます。

①調整中

②調整中
○ ◎

看取りケア（仮）
調整中

①調整中

②調整中
◎

3
年
未
満

中
堅

管
理
者

“おいしい食事でいつ
までも元気に”
食事介助と口腔ケアの
基礎を学びましょう

調整中

①社会福祉法人　至誠学舎立
川　至誠ホームコミケアセン
ター　統括主任　森　幸夫
氏

②令和4年4月28日（木）
10：00～12：00

◎

“快適な生活を送るた
めに”排泄介助・清潔
保持（入浴、清拭）の
基礎を学びましょう

調整中

①社会福祉法人　至誠学舎立
川　至誠ホームコミケアセン
ター　統括主任　森　幸夫
氏

②令和4年4月28日（木）
13：00～16：00

◎

移動・移乗介助
基礎研修
～ボディメカニクスと
持ち上げない介護～

・移動・移乗介助に関する基礎
を学びます。
・ボディメカニクスと安全な介
助方法、持ち上げない介護につ
いて学びます。
・安全な歩行介助方法を学びま
す。

①株式会社　ツクイスタッフ
パートナー講師、株式会社
MAST　代表取締役  岩見
俊哉　氏

②調整中

◎ ○

摂食・嚥下
リハビリテーションの
基礎と実践

・摂食嚥下のメカニズムとその
障害について理解します。
・摂食嚥下機能の評価法を習得
し、個々の障害に応じた食事介
助方法について学びます。
・摂食嚥下機能の維持、向上に
必要な訓練方法や口腔ケア方法
の習得を目指します。

①日本大学歯学部摂食機能療
法学講座　准教授　中山　渕
利　氏

②第1回：令和4年6月27日
第2回：令和4年7月25日
第3回：令和4年8月29日
第4回：令和4年9月26日
第5回：令和4年10月17日
第6回：令和4年11月21日
すべて月曜日
9：15～12：00

◎
連続6回のすべての
研修に参加できる方

対象の職層

①講師等、②日程

研修タイトル 内容
対象者等の
特記事項

対象の職層

①講師等、②日程

カテゴリー：介護の知識と技術

カテゴリー：医療連携

研修タイトル 内容
対象者等の
特記事項
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3
年
未
満

中
堅

管
理
者

なるほどが盛りたくさん！

ソーシャルワーク
基礎研修
～利用者や家族への対
応力を磨く～

介護職員が利用者や家族への対
応する際に必要となるソーシャ
ルワークの基本を学びます。

①株式会社　チームウェル
代表取締役副社長　遠藤　恵
子　氏

②第1回：
令和4年7月22日（金）
9：30～12：00
第2回：
令和4年8月19日（金）
9：30～12：00
第3回：
令和4年9月22日（木）
9：30～12：00

○ ◎
連続3回のすべての
研修に参加できる方

3
年
未
満

中
堅

管
理
者

ケアマネジメント
スキル向上に関する
研修（仮）

調整中
①調整中

②調整中
◎ 介護支援専門員

3
年
未
満

中
堅

管
理
者

介護福祉士
受験対策講座

「介護福祉士国家試験」の合格
を目指します。

①高齢社会権利擁護研究所
所長　野島　正典　氏

②第1回：
令和4年10月6日（木）
9：30～16：30
第2回：
令和4年11月9日（水）
9：30～16：30
第3回：
令和4年12月1日（木）
9：30～16：30

◎

・実務者研修を修
了、または修了予定
の方で、令和4年度
介護福祉士国家試験
(筆記)を受験予定の
方
・この講座を初めて
受講される方（テキ
ストや模擬試験を無
料で提供しているた
め、お一人１回の受
講になります）
・連続3回のすべて
の研修に参加でき、
合否結果を報告して
いただける方

カテゴリー：資格取得支援

研修タイトル 内容
対象者等の
特記事項

対象の職層

①講師等、②日程

カテゴリー：ケアマネジメント

研修タイトル 内容
対象者等の
特記事項

対象の職層

①講師等、②日程

カテゴリー：ソーシャルワーク

研修タイトル 内容
対象者等の
特記事項

対象の職層

①講師等、②日程

32



 

33


